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新年早々、水田記念図書館に行こう！ 
観光学部 岩本 英和 

新年、あけましておめでとうございます！ 冬休みは充実した時間を過ごせましたでしょうか。今は、

学期末課題や試験の準備でお忙しい日々を過ごしているのではないかと思います。そこで課題や試験の

準備にうってつけの場所として、水田記念図書館を活用してはいかがでしょうか。 

水田記念図書館は広々とした快適な空間に加え、30 万冊以上の本が所蔵されています。図書館内を散

策すれば、自分の専門以外でも関心のある本が見つかるのではないでしょうか。今回は、私が 10 代の

頃に読んだ本で、水田記念図書館内にある一冊を紹介したいと思います。紹介したい本は、レイチェル・

カーソン著『沈黙の春（Silent Spring）』です。『沈黙の春』は、そのタイトルが示すように農薬などの

有害化学物質を使用し続ければ、土壌汚染が進み、春が来ても小鳥が鳴かず、世界は沈黙に包まれると

いう意味を表しています。 

私がその本に出会った時は、すでに出版されてから 30 年以上経っていましたが、生物多様性の喪失

がもたらすデメリットに衝撃を受けたのを覚えています。当時、高校生だった私は、本を読み終えた後、

この本が他の学者の研究成果、つまり引用箇所が多すぎて他人の意見ばかり書かれていることがとても

不満だったのを覚えています。しかし、大学の講義で学問に触れるにつれ、それがいかに高度なテクニ

ックを要することなのかを実感することになりました。また、『沈黙の春』は、科学的データに基づく主

張に加え、倫理的側面から農薬による自然破壊に切り込んでいることが、読者の心をつかみベストセラ

ーにつながったことをのちに知りました。 

私は、大学院へ進学後、講義の中で「学際的な（interdisciplinary）」という言葉を知りました。大学

院時代にいざ学際的な研究を実施しようとしてもうまくいかず、この本を読んで 30 年ほど経ち、教員

となった今でもその難しさを実感しています。まさに『沈黙の春』は、学際的な主張であるにも関わら

ず、高校生でも読める内容にまとめているという矛盾に、改めて感銘を受ける次第です。 

学生時代に何気なく読んだ本が、その後、経験を積むにつれ、その内容を深く 

知り、あとになってその影響力の大きさを知ることもあるかもしれません。集積 

された「知」を一度に体験できる図書館は、何かを知るきっかけを与える機会を 

増大させる可能性を秘めていると思います。 

城西国際大学水田記念図書館は、日々、進化しております。東京紀尾井町キャ 

ンパスや東金キャンパスでも新たなラーニングスペースが開設され、更なる進化 

を遂げました。 

学生時代は、図書館を身近に感じられる良い機会です。充実したキャンパスラ 

イフを送る最良の施設の一つである水田記念図書館にぜひお越しください。最後 

まで読んでくださり、ありがとうございました。 
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1 月下旬から 

展示・貸出を開始します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
東金図書館閉館後はネットラウンジをご利用ください（21：00 まで開放）。 

※休館・開館時間は変更することがあります。詳細はホームページ、X（旧 Twitter） 

でご確認ください。 

◆開館カレンダー◆ 

□開館    9：00－20：00  

■開館    9：00－17：00 

■土曜日   9：00－17：00 

■休館 

但し、紀尾井町キャンパス図書室は、１/9、10、12 は

9：00～17：00 開室、２/３は閉室します。 

 

 

 

 

 

昨年 12 月に選書委員が作成し掲示した候

補資料一覧表に投票してくださった皆さん、

ありがとうございました。候補資料は、特殊

撮影技術（SFX）や映像、アニメ、美術につ

いてなど、特にメディア学部生が目指してい

る職業に関連するものが数多く、学生選書な

らではのラインナップとなりました。 

投票数の多かった資料を購入し、今月下旬

から図書室で展示・貸出を開始します。自分

が投票した資料があるか確かめに来 

て、どんどん借りてください。 

お待ちしています！ 

 

 

 

 外国語で読む 日本の小説 

英語やフランス語、ドイツ語、スペイン語で翻訳

された日本の現代小説を展示しています。川上未映

子や小川洋子、柳美里、横山秀夫などのベストセラ

ー小説を、日本語と外国語の両方で楽しんでみませ

んか？「翻訳するとこうなるのか！」と思うタイト

ルもあり、読み比べながら学ぶことができます。 

東金キャンパス展示 「インクルーシブ教育を考える」 

 東金キャンパス図書館で

は「インクルーシブ教育」に

関連する図書を集めて展示

しています。  

世界は多様性を認め合え

る社会へ変化しようとして

います。今、子どもたちに必

要な教育とは何か。この機会

に考えてみませんか。  

  

講 習 会 実 施 報 告 
＜ 東 金 キ ャ ン パ ス ＞ 

 11 月 8 日（水）、国際文化学科

「基礎演習 B」の授業で「日経テレ

コン 21」の利用講習会をオンライ

ンで行いました。 

学生 51 名と教職員 5 名が出席

し、レポート作成や就職活動に利用

できる記事検索、企業検索の方法な

どを学びました。 

本学所属の学生・教職員は、図書

館ホームページ「資料を探す」→「情

報を探す」から「日経テレコン 21」

を利用できます。日経新聞の記事も

無料で読めます。ご活用ください。 

 

 

紀尾井町 

キャンパス 

インクルーシブ教育とは、国籍や人種、言語、性差、経済

状況、宗教、障害のあるなしにかかわらず、すべての子ど

もが共に学び合う教育のことです。（2023 年 3 月 21

日朝日新聞デジタルより） 

 


